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は

し
　
ガ

き

　
私
は
先
に
「
自
由
教
育
の
悌
」
「
六
ツ
川
夜
話
」
「
入
愚
亭
猫
囎
」
の
三
書
を
著
述
し
て
、
我
校
友
諸

君
に
頒
布
、
後
者
は
豫
約
販
費
の
方
を
以
て
、
購
讃
を
煩
は
し
た
G
今
か
ら
六
年
前
の
昭
和
十
九
年
に
、

生
徒
主
事
渾
大
防
教
授
か
ら
、
明
二
十
年
ば
高
工
創
立
二
十
五
年
に
相
當
す
る
の
で
、
校
友
の
事
業
の
一

と
し
て
、
學
校
二
十
五
年
史
の
編
纂
を
、
私
に
希
望
せ
ら
れ
た
。
文
句
な
く
喜
ん
で
私
は
承
諾
し
た
。

　
後
で
考
へ
て
見
る
と
、
二
十
五
年
度
の
學
校
歴
史
を
作
る
に
、
徒
ら
に
關
係
公
文
書
を
滲
照
し
、
～
方

私
の
記
憶
を
呼
び
起
し
、
維
年
的
に
編
纂
し
た
の
で
は
、
無
味
乾
燥
で
、
麟
み
も
の
に
な
ら
な
い
や
う
な

氣
が
し
た
o
其
れ
よ
夢
も
、
學
校
と
し
て
、
公
に
し
な
い
、
裏
面
で
起
つ
た
出
來
事
を
編
輯
し
た
方
が
、

興
味
的
で
あ
る
と
恵
は
れ
る
。
所
謂
學
校
の
褻
面
史
で
あ
る
。
塵
で
學
校
の
裏
面
史
と
な
る
と
、
多
分
に

私
の
身
の
上
話
し
が
出
て
來
る
o
私
の
経
歴
を
書
く
た
め
、
校
友
や
學
生
諸
君
に
、
お
世
話
を
か
け
る
こ
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と
は
、
お
氣
の
毒
な
感
じ
が
致
し
、
・
ま
た
私
も
こ
の
様
な
こ
と
を
考
慮
し
て
善
庭
に
迷
ひ
、
一
方
渾
大
防

教
授
か
ら
、
其
れ
き
り
何
の
音
沙
汰
も
な
い
の
で
、
筆
を
取
る
氣
に
な
れ
な
か
っ
た
。

　
其
の
内
創
立
二
十
五
年
の
年
は
、
苦
し
い
海
陸
の
戦
や
、
恐
怖
す
べ
き
室
襲
の
連
績
の
裡
に
、
滲
澹
た

る
敗
戦
と
な
り
、
記
念
す
べ
き
年
も
過
去
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
し
か
し
學
校
の
歴
史
を
書
く
こ
と
は
忘

れ
た
事
は
な
か
つ
た
o

　
或
日
煙
洲
會
の
會
合
の
席
上
で
、
偶
と
其
の
話
が
出
る
と
、
居
合
せ
た
會
員
諸
君
か
ら
、
異
口
同
音
に
、

「
そ
れ
ば
煙
洲
會
で
お
世
話
を
す
る
、
嚢
行
者
と
も
な
る
」
と
申
出
で
て
、
私
を
激
働
せ
ら
れ
た
o
私
も

乗
り
氣
に
な
つ
て
、
昨
年
秋
の
中
頃
か
ら
、
朝
耕
夕
讃
の
ひ
ま
ひ
ま
に
、
筆
を
取
り
績
け
た
o
既
刊
三
冊

の
中
に
も
、
學
校
歴
史
の
片
鱗
は
、
所
た
に
散
見
し
て
居
る
の
で
、
成
る
べ
く
重
複
を
避
け
、
私
の
日
誌

を
参
照
し
、
記
憶
を
辿
り
、
漸
く
に
し
て
原
稿
を
作
珍
上
け
た
。

　
内
容
は
學
校
の
裏
面
史
忙
限
ら
す
、
他
の
方
面
に
も
亘
つ
て
居
る
。
其
、
れ
で
あ
る
か
ら
、
裏
面
史
で
も

な
け
れ
ば
、
又
同
顧
録
で
も
な
い
o
色
女
な
も
の
が
雑
居
し
て
居
る
の
で
、
書
名
を
煙
洲
漫
筆
と
題
し
た
o



中
に
は
可
な
り
古
い
も
の
も
、
採
揮
し
て
あ
り
、
記
載
の
順
序
も
全
く
不
同
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
十
七
年

入
愚
亭
猫
囎
以
後
、
時
汝
獲
表
し
た
随
筆
は
、
原
稿
の
散
逸
し
た
た
め
、
殆
ん
ど
探
用
出
卒
な
か
つ
た
事

は
、
残
念
と
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　
何
れ
に
し
て
も
、
記
載
し
て
あ
る
事
は
、
私
身
邊
の
些
事
で
、
廣
く
世
間
に
示
す
こ
と
を
瑳
す
る
も
の

で
あ
る
。
只
私
の
親
愛
す
る
校
友
や
、
學
生
諸
君
の
一
讃
を
煩
は
し
得
ば
、
幸
甚
こ
れ
に
過
き
な
い
の
で

あ
る
。
出
版
ま
で
に
は
ま
だ
時
日
は
相
當
に
あ
る
と
、
油
漸
を
し
て
居
る
間
に
、
冬
去
り
、
春
去
り
、
夏

も
將
に
過
ぎ
ん
と
し
て
、
急
に
あ
わ
て
出
し
た
。
原
稿
を
逡
っ
た
後
で
、
あ
れ
を
創
除
し
、
こ
れ
を
添
加
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し
た
か
つ
た
と
、
氣
づ
い
た
こ
と
も
、
多
汝
あ
つ
た
が
、
時
日
は
之
を
許
さ
な
か
つ
た
。
猫
行
文
未
熟
で
、

丈
語
髄
や
、
國
語
髄
が
、
チ
ヤ
ン
ポ
ン
に
入
り
混
じ
り
、
一
暦
悪
文
化
し
た
こ
と
も
、
淺
念
で
あ
る
。

　
猫
本
年
は
、
本
校
及
商
工
高
等
學
校
の
、
創
立
三
十
周
年
に
相
當
す
る
の
で
、
此
の
小
冊
を
記
念
の
年

に
刊
行
し
て
、
私
の
貌
意
を
表
し
得
る
こ
と
は
、
實
に
本
懐
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の
は
あ
砂
ま
せ
ん
o

　
絡
レ
に
本
書
嚢
行
者
と
し
て
、
各
方
面
に
於
け
る
努
力
と
、
激
働
を
恭
ふ
し
た
煙
洲
會
同
人
諸
君
の
御
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四

厚
情
に
封
し
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
o

　
　
　
昭
和
二
十
五
年
八
月
三
十
日

煙
洲
　
鈴
木
達
治
八
十
隻
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